
 平成23年度当初予算　予算要求シート
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今年度要求のポイント

【今後（～24年度】

　H 22　～　H　　

○21年2月　移管に関する確認書の締結
○21年3月　大阪府立泉北考古資料館廃止条例が成立
○21年11月　大阪府教育委員会と協定書を締結。
○21年12月　堺市立泉北すえむら資料館条例制定。
○22年2月　　施設の改修工事完了（大阪府施工）
○22年4月　本市収蔵資料搬入展示、開館

・事業の適切な継続
・市民との連携による講演会の開催
　や研究者との交流等の活性化

【経過（～22年度】 【23年度】

項目

22年度に整備できなかった施設設備の設置・修繕にかかる経費と、案内パンフ
レットの作製費を、前年度予算に追加

22年度予算

事 業 名 泉北すえむら資料館管理運営事業

事業期間

主な要求内容 （単位：千円）

管理運営

平成22年度予算額 平成23年度要求額

短期臨時職員賃金等

1,066 1,360

23年度要求額

電気、水道、ガス使用料

展示ケース内照明ほか修繕費

3,465

2,467

9,112

庁内ＬＡＮ工事等

9,112

設備・機器等の保守点検

内容・積算等

スケジュール（経過及び今後展開）

合計 9,800

その他　特記事項

　当館は、泉北地域の歴史を再認識、情報発
信できる施設であり、魅力あるまちづくり並び
に泉北ニュータウンの再生に寄与するもので
ある。

045

事業内容

関連事業

整理番号 01

　ニュータウンの建設により周辺環境は大きく変貌したが、かつて数百基の須恵器窯が存在した
陶邑の景観を残す大蓮公園内で本館において展示・解説を行うことにより、本地域が古代窯業の
中心地であったこと、生産された須恵器が年代判定の基準資料になっていることなど、来館者の
歴史認識・理解をより一層深めるとともに、市民にあっては郷土愛の醸成に寄与する。

事業目的

事 業 費

泉北ニュータウンの建設に伴い発掘調査された陶邑(すえむら)窯跡群出土の須恵器を中心
に保管・展示するために、昭和45年大阪府により設立された資料館であり、館内には
2,585点の重要文化財をはじめ、古墳時代の研究や東アジアの歴史研究に欠くことのでき
ない年代比定の標識的資料を収蔵・展示する。
・重要文化財『大阪府陶邑窯跡群出土品』をはじめとする須恵器の展示と公開。
・関連する遺跡、出土品等の展示。
・講演会の開催、体験学習や学校教育の場としての活用、入館者の増加を図る。
・来館者数の目標（年間）８，０００人
・大阪府・堺市が所有する須恵器の重要文化財への追加指定に向け文化庁と協議。

○運営体制：市直営で運営（非常勤職員と短期臨時職員の３名体制）
○入館料：無料（ただし、特別展開催時は有料）
○休館日：月、火、12月29日～1月3日
○開館時間：午前10時～午後4時30分（入館は午後4時まで）

市長公室  文化財課局・課名／　　

345 455

6,824

平成21年度決算額

9,800

全体事業費

事務費等

(単位　千円)

1,100

265 265

1,300


